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やまがたの心“世界のＦＵＲＵＳＡＴＯ”宣言（骨子）
～ 世界を魅了する“やまがた”から “ＦＵＲＵＳＡＴＯ”を世界の共通語へ ～

１ あたたかさ溢れる“ふるさと”づくり

５ 響きあう“ふるさと”づくり

●高齢者、障がい者、子育て

●質の高い医療

●安全・安心

３未来へ伝える
 “ふるさと”づくり

●食料供給力、食育

●ものづくり、やまがたの技

●やまがたへの還流・就業

●子どもの発達に

　　　　　応じた“学び”

●職業人づくり

●脱温暖化やまがたモデル

２知恵を活かす
 “ふるさと”づくり

●中心市街地ルネサンス

●中山間ふるさと倶楽部

●新やまがた改革プラン

４ちからを結ぶ
 “ふるさと”づくり

●海外からの投資、観光客

●企業の海外展開、農産物の輸出

　●世界遺産

●世界ふるさと交流
　　　

　  ふ　　　　　る　　　　　さ　　　　　と



  

　　　　　　　　
１　あたたかさ溢れる“ふるさと”づくり　

○食の安全・安心条例（仮称）の制定と関連対策の推進

○全県耐震化の促進（小中学校の３年以内の耐震化、県有施設・個人住宅の耐震化促進）

○自主防災組織の育成、高齢者等災害弱者支援計画の策定促進

「ここで暮らしていれば大丈夫」のやまがた実現(あたたか“やまがた”プラン (仮称)策定等
)

１　温もりのやまがた

　　●相談体制充実　　●高齢者・障がい者支援　　 ●健康・医療　　●子育て支援　

　　

２　安全・安心のやまがた

　　●暮らしの安全・安心　　　●危機対応力強化

○総合生活サポートセンター（仮称）の設置（県民生活に関するよろず相談体制の整備）

○高齢者・障がい者の生活・活動支援（介護ケア付住居、外出支援交通、買い物サポート）

○医師をはじめ医療人材の確保（医療クラークの配置による勤務医の負担軽減等）

○乳幼児医療制度の対象年齢引き上げ、総合周産期母子医療センター設立

○保育サービスの確保・充実

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



  

２　知恵を活かす“ふるさと”づくり

１　農のやまがた

　　●食料供給力の向上　　　●魅力あるやまがた農産物　　　●食育県民運動

２　やまがた産業づくり
　　　　　　

　　●ものづくり力の向上　　　●やまがた価値の創造・磨き上げ　　　●働く人支援

○日本の“食”を支える“食料基地やまがた”の確立

　　　◇米（山形９７号等）・加工用米・飼料用米・米粉活用食品

　　　◇大豆・そば　　　◇野菜・果樹　　　◇畜産　　　◇漁業

○食育日本一やまがた（“ごはん運動”の展開、管理栄養士養成課程の設置）

○新たな産業育成・研究開発促進（照明用有機ＥＬ、自動車関連、超小型センサー等）

○ＩＴなどの知識集約型産業の形成促進

○すべての働きたい人の就業促進（新たな雇用プラン策定等）



  

１　人財のやまがた
  　　 

　　●子どもの発達段階に応じた“学び”　　　　　●職業人づくり

２　環境のやまがた
　

　　●脱温暖化やまがたモデルの展開　　　　　　●森と水の郷づくり

３　未来へ伝える“ふるさと”づくり

○地球温暖化防止に向けた基本条例の制定と関連対策の推進

○やまがたエコスタイルの普及・実践（「県下一斉消灯の日」（仮称）キャンペーン実施等）

○新たな中高一貫校の設置

○特別支援教育機関の拡充

○日本一の工業高校・産業技術短期大学校づくり



  

　　　　　　ふ 　　る 　　さ 　　と

１　ＦＵＲＵＳＡＴＯ圏やまがた

　　●まちづくり・地域活性化　　　●地域の交通・通信網

　　　　ふ    る     さ     と

２　ＦＵＲＵＳＡＴＯ経営

　　●地方政府確立(財政健全化､広域連携)　 ●“旬”情報の受発信　●市町村協働・連携
　

　　

４　ちからを結ぶ“ふるさと”づくり

○新たな第三者委員会の設置

○健全財政の確立（財政の中期的な展望に立った健全化の推進）

○積極的な情報公開、県民との対話の推進

○市町村協働・連携推進プラン（仮称）の策定・推進

○中心市街地活性化

○過疎対策推進

○地域公共交通システムの再構築

○真に必要な道路網整備

○地域情報通信基盤の整備（地上デジタル放送など）



  

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ふ            る            さ             と

１　世界と協創するＦＵＲＵＳＡＴＯやまがた
　　●世界(資本､人､モノ､情報)を呼び込む　　●輸出・海外展開　　●世界との交流

                                         ふ       る      さ       と

２　想いを訪ねるＦＵＲＵＳＡＴＯやまがた
　　●国内外からの来訪者受け入れ体制　　●やまがたを体験する仕組み

                                                        ふ              る           さ           と

３　心耕しのＦＵＲＵＳＡＴＯやまがた
　　●県民の文化活動、スポーツ活動の促進

                                                                        ふ           る             さ             と

４　連携・協創のＦＵＲＵＳＡＴＯやまがた
　　●県民一人ひとりの想いを行動に　　●山形が誇る資産を未来の子どもに

５　響きあう“ふるさと”づくり

○海外からの投資・企業誘致
○農産物の戦略的輸出
○世界遺産
○海外からの来訪者倍増計画（観光客、留学生、青少年交流等）

○観光による地域づくりを担う中核的な人材の育成
○地域資源を活かした“やまがたツーリズム”の展開

○山形県メセナ協議会の創設による文化活動の促進

○日本一活躍やまがた女性・日本一元気やまがた高校生活動プログラムの推進
○県民やＮＰＯなどによる公益活動の拡大
○やまがた百年計画（仮称）の策定、「県民の日」の制定



  

　さいとう弘後援会では、皆様お一人お一人の手になる 「やまがたの心
“世界のＦＵＲＵＳＡＴＯ”宣言」を目指し、建設的なご意見やアイディアを
募集しております。
　はがき、 手紙、 ファックス、 メール、いずれかの方法により、下記まで
お寄せください。

　　　　　①募集期間 ： 平成２０年１０月１日（水）～１０月３１日（金）
　　　　　②あ  て  先  ： さいとう弘後援会
　　　　　③住　     所 ： 〒９９０－００３２　山形市小姓町１０－８
　　　　　④ファックス番号 ： ０２３・６２２・８５８７
　　　　　⑤メールアドレス ： furusato@hkysaito.jp

　「こんなすてきな“やまがた”に」　　　　　皆様の熱い想いや
新しい発想を具現化し、ご一緒に、未来指向の“やまがた”
づくりに取組みませんか？
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